
 

 

商品ＣＦＤ取引契約締結前交付書面 新旧対照表 

平成２４年９月１８日 

（ 下線部分変更） 

旧 新 

商品ＣＦＤ取引のリスク等重要事項について 

商品ＣＦＤ取引のリスクについて 

 

・金先物の１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は約

１２ドルです。 

また、２０１１年８月２４日には高値と安値の価格差が１００ド

ルであり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で１０

０ドルの利益または損失が発生する可能性があります。 

 

・大豆先物の１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は

約１９ドルです。 

また、２００８年９月１２日には高値と安値の価格差が２５５ド

ルであり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で２５

５ドルの利益または損失が発生する可能性があります。 

 

・金ドルの１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は約

13ドルです。 

また、２０11年8月24日には高値と安値の価格差が104ドルで

あり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で104ド

ルの利益または損失が発生する可能性があります。 

 

商品ＣＦＤ取引のリスク等重要事項について 

商品ＣＦＤ取引のリスクについて 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

・大豆先物の１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は

約22ドルです。 

また、２００８年９月１２日には高値と安値の価格差が２５５ド

ルであり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で２５

５ドルの利益または損失が発生する可能性があります。 

 

・金ドルの１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は約

15ドルです。 

また、２０11年9月26日には高値と安値の価格差が129ドルで

あり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で129ド

ルの利益または損失が発生する可能性があります。 

 



 

 

旧 新 

・銀ドルの１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は約

0.4ドルです。 

また、２０11年5月2日には高値と安値の価格差が6ドルであり、

その場合、１単位のお取引をされますと、最大で60ドルの利益

または損失が発生する可能性があります。 

 

・白金ドルの１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は

約22ドルです。 

また、２０08年3月17日には高値と安値の価格差が184ドルで

あり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で184ド

ルの利益または損失が発生する可能性があります。 

 

・商品先物ＣＦＤについては、銘柄ごとに決済期限が決められて

います。お客様が建玉を保有し、反対売買により建玉を取引最終

日までに決済されなかった場合、当該建玉は取引最終日の取引時

間終了後に最終清算価格で自動的に決済されます。 

 

カバー取引について 

当社のカバー取引は下記の外国法人を取次ぎ先とし、下記の外国

金融商品市場を執行先として行います 

 

（取次ぎ先） 

商号又は名称：みずほセキュリティーズユーエスエー（Mizuho 

Securities（ＵＳＡ）Inc.） 

・銀ドルの１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は約

0.5ドルです。 

また、２０11年9月23日には高値と安値の価格差が6.7ドルで

あり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で67ドル

の利益または損失が発生する可能性があります。 

 

・白金ドルの１日の高値と安値の価格差の過去１０年間の平均は

約24ドルです。 

また、２０08年3月17日には高値と安値の価格差が184ドルで

あり、その場合、１単位のお取引をされますと、最大で184ド

ルの利益または損失が発生する可能性があります。 

 

（削除） 

 

 

 

 

カバー取引について 

当社のカバー取引は下記の外国法人を取次ぎ先とし、下記の外国

金融商品市場を執行先として行います 

 

（取次ぎ先） 

商号又は名称：みずほセキュリティーズユーエスエー（Mizuho 

Securities（ＵＳＡ）Inc.） 



 

 

旧 新 

業務内容：証券業、先物取引仲介業務等 

監督を受けている当局の名称：米国証券取引委員会（ＳＥＣ）、

米国商品先物取引委員会（ＣＦＴＣ） 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

商品ＣＦＤ取引の仕組みについて 

１．商品ＣＦＤ取引の概要 

（１）取扱銘柄 

当社では、商品現物ＣＦＤ・商品先物ＣＦＤを取扱います。 

（ａ）商品先物ＣＦＤ 

・商品先物ＣＦＤ取引に必要な証拠金の最低額は、各建玉の対価

の額の5％に相当する円価格です。 

・商品先物ＣＦＤ価格は対象となる原資産の商品先物の市場価格

に連動します。 

 

・決済期限は、各銘柄ごとに定められております。詳細は「商品

ＣＦＤ取引ルール」をご覧ください。 

 

業務内容：証券業、先物取引仲介業務等 

監督を受けている当局の名称：米国証券取引委員会（ＳＥＣ）、

米国商品先物取引委員会（ＣＦＴＣ） 

 

商号又は名称：インタラクティブ・ブローカーズ・グループ

（Interactive Brokers Group. Inc） 

業務内容：証券業、先物取引仲介業務等 

監督を受けている当局の名称：米国証券取引委員会（ＳＥＣ）、

米国商品先物取引委員会（ＣＦＴＣ） 

 

 

商品ＣＦＤ取引の仕組みについて 

１．商品ＣＦＤ取引の概要 

（１）取扱銘柄 

当社では、商品現物ＣＦＤ・商品先物ＣＦＤを取扱います。 

（ａ）商品現物ＣＦＤ 

・商品現物ＣＦＤ取引に必要な証拠金の最低額は、各建玉の対価

の額の5％に相当する円価格です。 

・商品現物ＣＦＤ価格はインターバンク市場において取引されて

いる最新の価格を参照し、当社がお客様向け取引レートとして算

出したものです。 

（削除） 

 

 



 

 

旧 新 

（ｂ）商品先物ＣＦＤ 

・商品先物ＣＦＤ取引に必要な証拠金の最低額は、各建玉の対価

の額の5％に相当する円価格です。 

・商品先物ＣＦＤ価格は対象となる原資産の商品先物の市場価格

に連動します。 

・決済期限は、各銘柄ごとに定められております。詳細は「商品

ＣＦＤ取引ルール」をご覧ください。 

 

 

３．返済に伴う金銭の授受 

（１）返済について 

（ｂ） 最終清算による決済 

商品先物を原資産とする銘柄については、銘柄ごとに決済期限が

決められています。お客様が建玉を保有し、反対売買により建玉

を取引最終日までに決済されなかった場合、当該建玉は取引最終

日の翌営業日に最終清算価格で自動的に決済されます 

（２）決済代金について 

決済損益は、決済方法の違いにより、次のように計算されます。 

 

決済方法 売買 決済損益 

反対売買 
買建 （反対売買時の約定価格－買建値）×取引数量 

売建 （売建値－反対売買時の約定価格）×取引数量 

最終精算 
買建 （最終清算価格－買建値）×取引数量 

売建 （売建値－最終清算価格）×取引数量 

（ｂ）商品先物ＣＦＤ 

・商品先物ＣＦＤ取引に必要な証拠金の最低額は、各建玉の対価

の額の5％に相当する円価格です。 

・商品先物ＣＦＤ価格は対象となる原資産の商品先物の市場価格

に連動します。 

（削除） 

 

 

 

３．返済に伴う金銭の授受 

（１）返済について 

（削除） 

 

 

 

 

（２）決済代金について 

決済損益は、決済方法の違いにより、次のように計算されます。 

 

決済方法 売買 決済損益 

反対売買 
買建 （反対売買時の約定価格－買建値）×取引数量 

売建 （売建値－反対売買時の約定価格）×取引数量 

（削除） 



 

 

旧 新 

ロスカット 

決済 

買建 （ロスカット決済価格－買建値）×取引数量 

売建 （売建値＋ロスカット決済価格）×取引数量 

 

 

商品ＣＦＤ取引に関する主要な用語 

用語 用語解説 

価格調整額 商品CFD（限月のある銘柄を除く）において、

当社で定めた日に建玉を保有した場合、当社で

定めた価格調整額が建玉に発生します。 

限月取引 取引期間に期限がある取引 

最終清算価格 商品ＣＦＤ取引の最終決済を行うための価格

（＝清算指数）のことをいう。満期日前に反対

売買による決済を行わない時の、清算価格とし

て使用される。 
 

ロスカット 

決済 

買建 （ロスカット決済価格－買建値）×取引数量 

売建 （売建値＋ロスカット決済価格）×取引数量 

 

 

商品ＣＦＤ取引に関する主要な用語 

用語 用語解説 

価格調整額 商品先物ＣＦＤにおいて、当社で定めた日に建

玉を保有した場合、当社で定めた価格調整額が

建玉に発生します。 

（削除） 

（削除） 
 

  

 


